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施策の柱１ 公民協働による地域福祉活動の推進

第５章 基本的な施策
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　吹田市では、子ども見守り家庭訪問事業を実施しています。生後４か月の赤ちゃんへの訪
問です。訪問では、主任児童委員と民生委員・児童委員が２人で訪問し、行政のパンフレッ
トを届けます。その際、応対してくださるお母さん、お父さん等に赤ちゃんの様子や生活の
状況で困ったことが無いかなどを伺います。特に１子目のご両親は、子どもに関する情報を
聞かれることが多いため、保育園の待機児童の状況や幼稚園の場所等を民生委員として情報
発信する必要があると考えています。
　高齢者の見守りは、月１回ほど町内の巡回を行い、郵便受けに新聞等が必要以上に溜まっ
ていないかなどを確認したり、道で会った際の挨拶などで元気にされている様子を確認して
います。
　そのほか、敬老行事の案内状を届ける際には、できるだけご本人とお会いするようにして
います。また、日常の様子や健康状態、緊急時の連絡先などを記入する安心・安全カードに
ついての案内もするのですが、なかなか記入に賛同いただけず、災害時の安否確認等に不安
が過ぎります。この安心・安全カードの推進に力を入れる方法を模索する必要があると考え
ています。
　子どもの見守りや敬老行事の案内状をお届けする際も、オートロックのマンションへの訪
問が不便です。訪問の際、入口のインターフォンで声かけをしますが応答がありません。こ
れが警察ならば応答があると思います。現在の分譲マンションは表札も無く、管理人の方に
聞いても個人情報に関することですのでお答えできませんとの返事が常です。今後の課題と
して考えねばならないと思います。
　民生委員・児童委員のなり手を探す際には、私の地域では単一自治会が少なく、連合自治
会長にも依頼していますが、認識にかなりの偏りがあり苦慮することが多いです。現在は、
民生委員・児童委員から自らが推挙する方の地域活動の状況等を報告してもらっています。
その後、私が調査・面談を行い推薦しています。
　以上の事を念頭に入れ、少しでもお役立てばと考え活動を行っております。

吹田市地域福祉計画推進委員（民生委員・児童委員）
入　江　政　治　

民生委員・児童委員のやりがい民生委員・児童委員のやりがい民生委員・児童委員のやりがい
コラム
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　いのこの里ではオープンの年（2000年）から、
入居者の方やそのご家族を対象に毎週日曜日と水曜
日にボランティア運営の喫茶店を１階デイルームで
開催しています。
　当初から関わっているベテランのボランティア
の皆さんをはじめ、これまで「うつ病」や｢統合失
調症」など精神疾患のある方も喫茶ボランティアと
して受け入れ、リハビリとして社会復帰につなげる
支援を行ってきました。障がい１級の方がリハビリ
目的でボランティアに参加された方もいらっしゃいました。また、カナダ人の留学生や、ネ
パールから来日された女性、大阪学院大学の留学生等、多様な方々をボランティアとして、
また来客者として受け入れてきました。
　いのこの里喫茶店では厳選した豆を当日挽いた、おいしいコーヒーと、ボランティアの丁
寧でやさしい対応が入居者の方にも、面会のご家族にも大変好評です。
　このいのこの里喫茶店を地域の皆さんにも開放し、喜んでもらえる集いの場になったらい
いねとボランティアさんから声があがり、施設長とも検討を重ね、2015年４月から毎月第１
日曜日に「いのこの里カフェタイム」を始めることになりました。
　全国的に「認知症カフェ」が注目されていますが、いのこカフェタイムは認知症だけでな
く誰でも気軽に立ち寄れて、ボランティアとしても関わることができる「ユニバーサルカ
フェ」をめざしています。

　いのこの里の近隣でも、高齢化が進み独居や老世
帯、自宅で介護されている世帯も非常に増えていま
す。自宅で引きこもりがちな方も多いと思います。
そのような方に気軽に利用して頂きたいと思ってい
ます。
　いのこカフェタイムでは、毎回楽しい催しを準備
しています。毎回、生のピアノ演奏やうたごえを楽
しみます。６月には男性コーラス「フォーフラッ
シュ」のコンサート、12月には｢安来節タイム、マ

ジックとトークショー」などボランティアのイベントに大いに盛り上がりました。毎回平均
10～15人が参加され常連の方も多いです。
　｢相談コーナー」も設け、ケアマネージャーが気軽に何でも相談も受け付けています。

特別養護老人ホームいのこの里　

福祉施設における気軽に立ち寄れる場所づくり
～いのこカフェタイムの取り組み～

福祉施設における気軽に立ち寄れる場所づくり
～いのこカフェタイムの取り組み～

福祉施設における気軽に立ち寄れる場所づくり
～いのこカフェタイムの取り組み～

コラム
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　大災害になればなるほど、市の広域に
わたって被害がおよぶため、行政がすぐ
地域に駆けつける事が出来ない可能性が
あります。
　現に、阪神淡路大震災では、閉じ込め
や生き埋め等で脱出できなかった方の
98％は、家族や地域の方等により助け
出されています。このように災害時には
身近な地域の方の力が必要であり、有効
な支援を受けるためにも平常時から地域
での連携や繋がりを作っておくことが重
要となります。
　｢自主防災組織」は災害時に効果的
に、また機能的に防災活動に取り組める
よう、日頃から地域の消火、救出、救助
などの訓練等を行うための地域組織で
す。平成27年度（2015年度）現在、吹
田市では自治会等の団体を中心に250を
超える「自主防災組織」が結成、地域で
活躍しています。
　また、災害時に課題となる要援護者対
策としては、地域全体での協力体制が必
要となるため、小学校校区単位で連合自
治会を中心に、福祉や教育等、地域のあ
らゆる団体が関わる形で、｢自主防災組
織」を結成し、要援護者の安否確認や避
難支援等の訓練や啓発活動に取組んでい
る地域もあります。

地域は地域で守る！ ～自主防災組織～地域は地域で守る！ ～自主防災組織～地域は地域で守る！ ～自主防災組織～

自主防災組織訓練画像
●五月が丘地区 ●千三地区

●吹一・吹六地区（西奥町） ●東地区（川園町）

コラム



　吹田市社会福祉協議会では、｢地域福祉推進団体」として平時から住民主体でコミュニ
ティーの力を高める取組をしています。
　日ごろから地域福祉推進のために、活動実践している吹田市社会福祉協議会は、吹田市内
で災害が発生した場合、吹田市災害対策本部から連絡を受け、災害ボランティアセンターを
立ち上げ、地域での生活の復旧作業を行います。
　災害発生直後は、警察、自衛隊、消防がまず人命救助を行い、電気、水道、ガスの復旧に
は、各専門機関や行政が復旧にあたります。

　吹田市社会福祉協議会が担う災害ボランティアセ
ンターでは、各地から駆けつけるボランティアの受
付をし、被災した住民からのニーズに対して、ボラ
ンティアを派遣するコーディネートを行います。
　吹田市社会福祉協議会では、その役割が十分に果
たせるよう、災害ボランティアセンターの運営シ
ミュレーション訓練や研修を行っています。訓練に
は、地区福祉委員会やボランティア連絡会やボラン
ティア相談員と協働し、地区福祉委員の方には、駆

けつけたボランティア役となってもらい、ボランティア連絡会、相談員の方には、社会福祉
協議会職員と一緒に受付班、ニーズ班、マッチング班などの各班を担うなどし、実際の災害
を想定した訓練をしました。
　平成26年には、大阪万博記念公園を会場に、北摂４市１町の社会福祉協議会職員が合同で
の災害ボランティアセンター運営の訓練を行いました。
　また、大阪府社会福祉協議会からの依頼を受けて、他府県での災害ボランティアセンター
の運営の応援支援や被災地でのボランティア活動に
参加をしています。そのほか、大阪府内での多様な
団体や他市町社会福祉協議会とも「顔の見える関
係」を構築するために、おおさか災害支援ネット
ワークに参画し、災害に関する情報共有やネット
ワーク作りに努めているところです。
　今後、吹田市内でも多様な団体とも連携を深める
ことを目的に、吹田災害ネットワークの開催を予定
しており、災害に強い町づくりを目指します。

災害ボランティアセンター災害ボランティアセンター災害ボランティアセンター
コラム
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施策の柱２ 福祉サービスを利用しやすい仕組みづくりと
総合的支援のネットワーク
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　昨今の社会情勢等により、孤立や孤独死、ひきこもり、虐待・家庭内暴力、自殺、生活困
窮など厳しい生活・福祉課題が広がっています。また、こうした課題に対して、既存の制度
では対応ができない“制度の狭間”の生活困窮も生じています。
　平成16年から大阪府社会福祉協議会・老人施設部会が、拠出金を出し合い、総合生活相談
と経済的援助を、生活困窮者を対象に「社会貢献事業（生活困窮者レスキュー事業)」として
実施し、経済的援助（平成16年～25年）吹田市内142件7,670,000円）の実績があります。
　さらに、平成27年からは大阪府社会福祉協議会経営者部会および各施設種別部会内の社会
福祉法人（高齢・保育・障がい等）が、拠出金を出し合い、それぞれの特徴や強みを活かし
た、大阪しあわせネットワーク（生活困窮者レスキュー事業）を展開しています。
　大阪しあわせネットワークは各市町村で様々な形の支援が行われています。吹田市内では
吹田市社会福祉協議会施設連絡会が、この大阪しあわせネットワークをさらに展開し、吹田
しあわせネットワークとし、社会福祉法人だけでなく、NPO法人、株式会社等も含む同じ地
域にある種別を越えた加入施設が支援の輪に入り、制度の狭間にある住民の声なき声をすば
やくキャッチし、アウトリーチによる生活困窮者に寄り添った総合生活相談と緊急時の食材
購入など現物給付による支援を実施していきます。
　高齢・保育・障がい等の様々な職種の施設職員が各施設で培った経験を活かし、吹田で暮
らす住人の誰もが安心して暮らせるまちづくりのお手伝いをしていきます。

吹田市社会福祉協議会施設連絡会　

大阪しあわせネットワーク 
～生活困窮者レスキュー事業～
大阪しあわせネットワーク 
～生活困窮者レスキュー事業～
大阪しあわせネットワーク 
～生活困窮者レスキュー事業～

コラム



　市では、住み慣れた地域や家庭で引き続き安心して暮らしていくためのサービスの充実を
図っています。
　｢吹田市安心サポート収集」は、高齢または障がい等により家庭系ごみを排出場所まで持ち
出すことが困難な方を対象に、生活支援と負担軽減を図ることを目的とするごみの収集サー
ビスです。決まった曜日に市職員が戸別訪問し、利用者自宅の玄関先でごみを収集します。

　対象となる方は、市内に在住で次のいずれかに該当し、本人および同居の方が家庭系ごみ
を所定の排出場所まで持ち出すことが困難な方です。
　１．65歳以上で要介護２以上の認定を受けている方 
　２．身体障がい１級又は２級の認定を受けている方 
　３．知的障がいＡの認定を受けている方 
　４．精神障がい１級の認定を受けている方 
　５．出産や、骨折などの傷病等の理由により一時的にごみの排出が困難になった方 
　上記のほか、市長が特に必要と認める方

　申込みは、本人はもちろん、親族、
福祉担当職員、民生委員・児童委員な
ど、代理の方でも可能です。利用申込
書は、環境部環境政策室、事業課、介
護保険課、障がい福祉室、各地域包括
支援センター、各出張所にあります。
市のホームページからダウンロードす
ることもできます。

※ごみは市の「ごみの分け方」に沿っ
て分別して排出をお願いします。

吹田市安心サポート収集について吹田市安心サポート収集について吹田市安心サポート収集について
コラム

～申し込み開始から収集開始までの流れ～
族
員な
申込
、介
包括
す。

～申～申～申～申し込み開始から収集開始までの流れ

必要な書類
•安心サポート収集利用申込書
•介助又は介護を要する程度が分かる書類の写し

申し込み申し込み申し込み申し込み

ドす

沿っ

•介助又は介護を要する程度が分

受　付受　付受　付受　付

市環境部 事業課
　〒565-0862 吹田市津雲台7丁目7番D138-101号
　TEL06-6832-0026　FAX06-6832-0092
　※郵送、FAXによる受付も可能です　※郵送、FAXによる受付も可能

現地訪問調査現地訪問調査現地訪問調査現地訪問調査

市職員がご自宅を訪問し、申込内容、ごみ排出や収集
などの状況を伺います。などの状況を伺います。

安心サポート収集可否決定安心サポート収集可否決定安心サポート収集可否決定安心サポート収集可否決定

申請・調査内容を審査し、安心サポート収集の可否
決定をお知らせします。

分かる書類の写し

目7番D138-101号
6-6832-0092
能です

サポート収集の可否

容、ごみ排出や収集
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施策の柱３ 地域福祉活動推進の基盤整備
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　平成18年度にコミュニティソーシャルワーカー（以下、CSW）が吹田市地域福祉計画に
基づいて吹田市社会福祉協議会に配置されて、10年が経ちました。この10年間の間に13人
のCSWが計画的に配置され、現在は市内各ブロック（JR以南、豊津・江坂・南吹田、千里
山・佐井寺、片山・岸部、山田・千里丘、千里ニュータウン）に２人と統括者１人が、相談
支援活動に取り組んでいます。

１．CSWの役割
　吹田市社会福祉協議会は社会福祉法で「地域福祉を推進する団体」として明記され、各小
学校区に組織された地区福祉委員会と共に地域福祉活動を推進しています。
　CSWは、この地区福祉委員会活動の活性化を支援することで「住民同士の助け合い」をさ
らに推進します。また地区福祉委員会活動等で把握した、支援を必要とする個人に対して適
切な制度・サービスへの「つなぎ」の役割を担い、住み慣れた地域で安心して生活ができる
ようサポートします。
　しかしながら、全ての困り事・悩み事が制度・サービスで解決されるわけではありませ
ん。CSWには必要に応じて、関係する住民、福祉施設、福祉団体、関係機関などと連携・協
働して新たなネットワークや仕組を構築することが求められています。

２．CSWの活動状況
　CSWの相談受付で最も多いのが「住民などからの相談（住民、地区福祉委員、民生・児童
委員、ボランティアなど)」で、約７割を占めています。相談対象者では「高齢者（一人暮ら
し高齢者、高齢者のみの世帯)」が約５割、相談内容では「福祉制度・サービスに関する相
談」が約３割、対処内容では「助言や情報提供など」が約４割となっています。

コミュニティソーシャルワーカーの
　　　　　　　活動状況や役割等について
コミュニティソーシャルワーカーの
　　　　　　　活動状況や役割等について
コミュニティソーシャルワーカーの
　　　　　　　活動状況や役割等について

コラム
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　吹田市社会福祉協議会ボランティアセンターに登録しているボランティアグループが任意
で集まり、自分たちの活動だけではなく吹田市内のボランティア活動がより活発になるよう
仲間の輪を広げています。『広めよう・深めよう・ボランティア活動』をテーマに高齢者・障
がい者・子どもから青少年を対象に五つのあい（ふれあい・学びあい・育ちあい・支えあ
い・悩みの分かちあい）をもって活動。現在、28グループで1,000人強が加入しています。
　又、大阪府市町村ボランティア連絡会に加入し、近隣の北摂の各市町とは情報や意見交換
をして交流しています。

自分たちの活動とは
　高齢者を対象…歌体操、介護予防体操・詩舞・詩吟、演芸、施設でのお手伝い等
　障がいを持つ方を対象…点訳、音訳、精神障がい者の社会復帰のための援助等
　子どもから青少年を対象…読み語り、クラフト・おもちゃ作り、子育てママの居場所作り等

吹田市ボランティア連絡会の主な活動
　•講座、研修会の実施
　•親睦交流会　　
　•ボランティア情報すいた発行　年３回
　•赤い羽根街頭募金　
　•みんなの健康展への参加
　•吹田ボランティアフェスティバルへの参画
　•定例会（月１回)・総会
　•その他

＜ボランティアセンターに協力＞
　•吹田市社会福祉協議会の福祉教育　
　　車いす体験・高齢者疑似体験・アイマスク体験・点字体験・障害者の方のお話等
　•吹社協災害ボランティアセンター研修に参加
　•ボランティア相談　コーディネーター（10名）
　　月～金　13時～16時。　月１回　コーディネーター会議
　•コミュニティーサロンでの使用済み切手・プルトップなど整理のお手伝い
　　第２・第４火曜日　13時～15時　総合福祉会館（出口町）
　　第１木曜日　　　　14時～16時　夢つながり未来館（山田駅前）
　•その他、府・市、施設等より吹社協ボラセンにボランティア依頼のあるもの等

吹田市ボランティア連絡会（1986年１月設立)吹田市ボランティア連絡会（1986年１月設立)吹田市ボランティア連絡会（1986年１月設立)

ボランティア連絡会交流会
【‶笑いヨガ”で福よ来い！来い！】

コミュニティサロン
【プルトップ選別、使用済み切手の整理】

吹田市障がい者体育祭
【賞品の準備で大わらわ】

コラム



　市民公益活動センター（愛称 ラコルタ）は、｢市民公
益活動の促進を図り、もって地域社会の発展に寄与する
こと」を目的に、平成24年（2012年）９月に阪急南千
里駅前にオープンしました。ラコルタは、①市民公益活
動を行うNPOやボランティアの活動を支援する②社会
に役立つことを始めようとする市民や事業者を増やす③
市民公益活動団体と教育・研究機関や行政との間で交流
を深め情報を共有する④市民公益活動を支援できる人材
の育成を図り協働によるまちづくりを推進する等の４つ
の方針のもと、利用促進を図ってきました。特に力を入
れているのはこれから市民公益活動を担う人材の育成
で、２つの事業を紹介します。｢やってみたいの声に応
えます！見つけよう！自分にあったボランティア！市民
公益活動入門講座」は、開設当初より毎月開催し、毎回
５名程度の参加者があり質疑に重点を置いています。また、平成27年（2015年）５月にス
タートした６回連続講座「eNカレッジすいた｣は、｢何か活動をしてみたい」｢人とつながり
たい」等といった一人ひとりの思いをカタチに変え、ソーシャルな生き方について、講座や
ボランティア体験等を通し考える学び舎で、20代から60代の25名が集まり、ラコルタス
タッフが受講後の活動に関する相談対応もしています。年２回開催予定。ぜひ、気軽にのぞ
いてみてください。
　出会う→集う→育てる→実る　ラコルタであなたの新しい生き方を発見！

市民公益活動支援拠点施設
市民公益活動センター（愛称 ラコルタ)
市民公益活動支援拠点施設
市民公益活動センター（愛称 ラコルタ)
市民公益活動支援拠点施設
市民公益活動センター（愛称 ラコルタ)

コラム
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施策の柱４ 福祉・保健・医療制度の充実
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施策の柱５ 地域福祉に関連する施策の推進
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